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(57)【要約】
　本発明は、個別スピンドル駆動部を備えるリング紡績
機であって、機械フレームを含み、機械フレームは複数
の作業部位を有し、作業部位は、制御技術的に複数のセ
クションに区分けされ、各セクションは、それぞれ複数
の前記作業部位を含み、作業部位毎に、１つのスピンド
ル（２０１）及び１つのスピンドル駆動部（２０３）か
ら成る１つのスピンドルユニット（２００）が設けられ
ている形式のものに関する。スピンドルユニット（２０
０）毎に、１つのスピンドル駆動部電子装置・ユニット
（１０５）が設けられている。更に紡績機は、セクショ
ン（１６０）毎の１つのセクション電子装置・ユニット
（１１２）を含み、セクション電子装置・ユニットは、
１つのデータ通路（１３３）を介して機械制御・ユニッ
ト（１０１）に接続され、各セクション電子装置・ユニ
ット（１１２）には、各複数のスピンドル駆動部電子装
置・ユニット（１０５）が１つのデータ通路（１３４）
を介して接続されている。本発明により、制御技術上の
セクション（１６０）は、各複数のスピンドル駆動部電
子装置・ユニット（１０５）を備える４つの基板（１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個別スピンドル駆動部を備える紡績機若しくは撚糸機であって、１つの機械フレームを
含んでおり、該機械フレームは、複数の作業部位を有しており、該複数の作業部位は、制
御技術的に複数のセクションに区分けされており、該各セクションは、それぞれ複数の前
記作業部位を含んでおり、前記作業部位毎に、１つのスピンドル（２０１）及び１つのス
ピンドル駆動部（２０３）から成る１つのスピンドルユニット（２００）が設けられてお
り、かつ前記スピンドルユニット（２００）毎に、１つのスピンドル駆動部電子装置・ユ
ニット（１０５）が設けられており、更に、前記スピンドルユニット（２００）の制御の
ための１つの機械制御・ユニット（１０１）、並びに前記セクション（１６０）毎の１つ
のセクション電子装置・ユニット（１１２）を含んでおり、該各セクション電子装置・ユ
ニットは、１つのデータ通路（１３３）を介して前記機械制御・ユニット（１０１）に接
続されており、前記各セクション電子装置・ユニット（１１２）には、各複数の前記スピ
ンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）が１つのデータ通路（１３４）を介して接続
されており、前記各複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニットは、該各複数のスピンド
ル駆動部電子装置・ユニットに属する前記各セクション電子装置・ユニット（１１２）を
介して前記機械制御・ユニット（１０１）により制御されるようになっている形式のもの
において、
制御技術上の各セクション（１６０）は、各複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニット
（１０５）を備える少なくとも２つの基板（１０２．１～１０２．４）を含んでおり、該
基板に設けられた基板配線路（１３４，１４１，１４２）を介して、前記各複数のスピン
ドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）に対するコミュニケーションが行われるように
なっており、前記基板のうちの１つは、セクション基板（１０２．１）として形成されて
おり、該セクション基板は、前記セクション電子装置・ユニット（１１２）、並びに外部
の１つのコミュニケーション装置への１つ若しくは複数の接続インターフェース（１３５
）を含んでおり、かつ、前記複数の基板（１０２．１～１０２．４）は、前記各制御技術
上のセクション（１６０）の前記複数の基板（１０２．１～１０２．４）上の前記各個別
のスピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）に対するコミュニケーションが、前記
セクション基板（１０２．１）を介して行われるように、互いに接続されていることを特
徴とする、個別スピンドル駆動部を備える紡績機若しくは撚糸機。
【請求項２】
　個別スピンドル駆動部を備える紡績機若しくは撚糸機であって、１つの機械フレームを
含んでおり、該機械フレームは、複数の作業部位を受容しており、該複数の作業部位は、
制御技術的に複数のセクションに区分けされており、該各セクションは、それぞれ複数の
前記作業部位を含んでおり、前記作業部位毎に、１つのスピンドル（２０１）及び１つの
スピンドル駆動部（２０３）から成る１つのスピンドルユニット（２００）が設けられて
おり、前記スピンドルユニット（２００）毎に、１つのスピンドル駆動部電子装置・ユニ
ット（１０５）が設けられており、更に、前記スピンドルユニット（２００）の制御のた
めの１つの機械制御・ユニット（１０１）、並びに前記セクション（１６０）毎の１つの
セクション電子装置・ユニット（１１２）を含んでおり、該各セクション電子装置・ユニ
ットは、１つのデータ通路（１３３）を介して前記機械制御・ユニット（１０１）に接続
されており、前記各セクション電子装置・ユニット（１１２）には、各複数の前記スピン
ドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）が１つのデータ通路（１３４）を介して接続さ
れており、前記各複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニットは、該各複数のスピンドル
駆動部電子装置・ユニットに属する前記各セクション電子装置・ユニット（１１２）を介
して前記機械制御・ユニット（１０１）により制御されるようになっている形式のものに
おいて、
各セクションの複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）、並びにセクショ
ン電子装置・ユニット（１１２）が、各セクションの共有の１つのセクション・基板（１
０２．１）に配置されており、前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）は、
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基板配線路（１３４）により形成されたデータ通路を介して、前記各セクション電子装置
・ユニット（１１２）に接続されており、該各セクション電子装置・ユニット（１１２）
は、接続インターフェース（１３５）及びデータ通路（１３３）を介して機械制御・ユニ
ット（１０１）に接続されており、前記各スピンドルユニット（２００）は、規定された
相互間隔で、機械長手方向（１７５）へ延びるスピンドルレール（２０４）に取り付けら
れており、前記基板（２０７）は、取り付け機構により所定のセクション領域で前記スピ
ンドルレールに取り付けられ、有利には該スピンドルレールの下側に取り付けられている
ことを特徴とする、個別スピンドル駆動部を備える紡績機若しくは撚糸機。
【請求項３】
　前記少なくとも２つの基板（１０２．１～１０２．４）において、前記出力段へのエネ
ルギー供給及び／又は前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）の電子装置へ
のエネルギー供給が、基板配線路（１３４，１４１，１４２）を介して行われるようにな
っており、前記セクション基板（１０２．１）は、外部の１つ給電装置への１つ若しくは
複数の接続インターフェース（１３５）を含んでおり、前記複数の基板（１０２．１～１
０２．４）は、前記制御技術上のセクション（１６０）の前記複数の基板（１０２．１～
１０２．４）上の前記各個別のスピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）へのエネ
ルギー供給が、前記セクション基板（１０２．１）を介して行われるように、互いに接続
されている請求項１に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項４】
　前記セクション電子装置・ユニット（１１２）は、１つの接続インターフェース（１３
５）を介して１つのデータ通路（１３３）、特に１つのデータバスに接続されており、該
データ通路、特にデータバスに別のセクション電子装置・ユニット（１１２）及び機械制
御・ユニット（１０１）が接続されている請求項１から３のいずれか１項に記載の紡績機
若しくは撚糸機。
【請求項５】
　前記セクション基板（１０２．１）は、別の独立の接続インターフェース（１４４）を
介して外部のエネルギー供給部（１４６）に接続されている請求項１から３のいずれか１
項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項６】
　前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）は、前記基板（１０２）に取り付
けられた差し込み接続部（１１３）を用いて、差し込み結合により保持されかつ、前記ス
ピンドル駆動部（２０３）に電気的に接続されている請求項１から５のいずれか１項に記
載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項７】
　前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）は、それぞれ、表示装置及び／又
はスタート・ストップ用スイッチ（１０７）への接続のための１つのインターフェース電
子装置（１５３）、特に１つ若しくは複数のデジタル式のＩ／Ｏ・インターフェースを含
んでおり、前記インターフェース電子装置（１５３）から、信号及び給電通路がそれぞれ
前記表示装置及び／又はスタート・ストップ用スイッチ（１０７）へ延びている請求項１
から６のいずれか１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項８】
　機械長手方向（１７５）に、それぞれ前記少なくとも２つの基板（１０２．１～１０２
．４）を備える前記複数のセクションが並べて配置されており、前記基板のうちのそれぞ
れ１つがセクション基板（１０２．１）である請求項１から７のいずれか１項に記載の紡
績機若しくは撚糸機。
【請求項９】
　１つのスピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）は、コントローラ（１５１）、
出力段（１５２）及びインターフェース電子装置（１５３）を有している請求項１から８
のいずれか１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１０】
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　前記セクション電子装置・ユニット（１１２）は、コントローラ（１３１）及びインタ
ーフェース電子装置（１３２）を有している請求項１から９のいずれか１項に記載の紡績
機若しくは撚糸機。
【請求項１１】
　前記スピンドル駆動部（２０３）への供給のための供給電圧は、１つの接続インターフ
ェース（１４４）を介して前記セクション・基板（１０２．１）へ供給され、かつ前記基
板（１０２．１～１０２．４）において、基板配線路（１４１）を介して前記スピンドル
駆動部電子装置・ユニット（１０５）の前記出力段（１５２）へ供給されるようになって
いる請求項１から１０のいずれか１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１２】
　記スピンドル駆動部電子装置及び／又はセクション電子装置への供給のための供給電圧
は、別の１つの接続インターフェース（１４５）を介して前記セクション・基板（１０２
．１）へ供給され、若しくは前記スピンドル駆動部（２０３）のための供給通路によって
受け取られかつ前記基板（１０２．１～１０２．４）において、基板配線路（１４１）を
介して前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）及び／又は前記セクション電
子装置・ユニット（１１２）へ供給されるようになっている請求項１から１１のいずれか
１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１３】
　前記セクション・基板（１０２．１）に、入力電圧或いは必要に応じて入力周波数を出
力電圧或いは必要に応じて出力周波数に変換する変圧器（１０４）を設けてあり、該変圧
器により、前記出力電圧若しくは出力周波数は、前記基板（１０２．１～１０２．４）の
前記スピンドル駆動部電子装置及び／又は前記セクション電子装置へ供給されるようにな
っている請求項１２に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１４】
　前記制御技術上のセクション（１６０）は、それぞれ１つの機械側（８２）に沿って、
互いに並んで位置する所定の数の作業部位にわたって機械長手方向に延びている請求項１
から１３のいずれか１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１５】
　前記スピンドルユニット（２００）は、規定された相互間隔で、機械長手方向（１７５
）へ延びるスピンドルレール（２０４）に取り付けられており、前記基板（２０７）は、
取り付け機構により所定のセクション領域で前記スピンドルレールに取り付けられ、有利
には該スピンドルレールの下側に取り付けられている請求項１及び３から１４のいずれか
１項に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１６】
　前記複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）は、前記基板（２０７）に
おいて複数の差し込み結合部を用いて、前記スピンドル駆動部（２０３）に電気的に接続
されており、前記差し込み結合部はそれぞれ、前記基板（２０７）に設けられた第１の１
つの差し込み接続部（２０８ａ）、及び、直接的に若しくは間接的に、特に各スピンドル
ユニットを介してスピンドルレール（２０４）に結合された第２の１つの差し込み接続部
（２０８ｂ）を含んでおり、前記基板（２０７）は、前記差し込み結合部を介して直接的
若しくは間接的に前記スピンドルレール（２０４）に取り付けられている請求項２又は１
５に記載の紡績機若しくは撚糸機。
【請求項１７】
　前記基板（２０７）は、前記スピンドルレール（２０４）の下側に取り付けられていて
、ケーシング（２０５）によって覆われており、該ケーシングは、前記スピンドルレール
（２０４）に対して前記基板（２０７）を支持及び／又は固定するための手段、特にウエ
ブ（２１１，２１２）及び／又はリブを含んでいる請求項２又は１５又は１６に記載の紡
績機若しくは撚糸機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、個別スピンドル駆動部を備える紡績機若しくは撚糸機であって、１つの機械
フレームを含んでおり、機械フレームは、複数の作業部位を有しており、複数の作業部位
は、制御技術的に複数のセクションに区分けされており、各セクションは、それぞれ複数
の作業部位を含んでおり、作業部位毎に、１つのスピンドル及び１つのスピンドル駆動部
から成る１つのスピンドルユニットが設けられており、かつスピンドルユニット毎に、１
つのスピンドル駆動部電子装置・ユニットが設けられており、更に、紡績機,若しくは撚
糸機がスピンドルユニットの制御のための１つの機械制御・ユニット、並びにセクション
毎の１つのセクション電子装置・ユニットを含んでおり、セクション電子装置・ユニット
は、１つのデータ通路を介して機械制御・ユニットに接続されており、各セクション電子
装置・ユニットには、複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニットが１つのデータ通路を
介して接続されており、この場合にスピンドル駆動部電子装置・ユニットは、該スピンド
ル駆動部電子装置・ユニットに属する各セクション電子装置・ユニットを介して機械制御
・ユニットにより制御されるようになっている形式のものに関する。
【０００２】
　個別スピンドル駆動部を含む複数の作業部位を有する紡績機若しくは撚糸機は、複雑な
制御部及び配線部を有している。例えばスピンドルの駆動モータは、個別に制御されねば
ならない。このために、各スピンドルは固有のスピンドル制御電子装置を有しており、ス
ピンドル制御電子装置は、直接に若しくは間接的に各セクション（区分又は区域）に設け
られた電子装置、つまりセクション電子装置を介して機械制御装置とコミュニケーション
若しくは通信するようになっている。スピンドル制御電子装置は、スピンドルモータと一
緒に共有の１つの構成ユニット内に配置されており、該構成ユニットは、スピンドルと一
緒にスピンドルユニットを形成している。駆動モータは、ドライバーユニットとも称され
る駆動部電子装置と一緒に、構成要素として製造されて、繊維機械に組み込まれるもので
ある。駆動モータと駆動部電子装置とは、それぞれ単独では用いられ得ないものであるの
で、互いに切り離されない構成要素として見なされるものである。
【０００３】
　個別スピンドル駆動部若しくは固有スピンドル駆動部を有する従来構造の紡績機は、機
械制御部により各スピンドルを直接に制御するようになっており、配線及び組立が著しく
煩雑で費用のかかるものである。紡績機は、常に大型化され、１６００個に達するスピン
ドルを有するようになっている。このように多くのスピンドルを、制御技術的にセクショ
ン毎にまとめるような構成が考えられる。この場合に、１つのセクションの複数のスピン
ドル駆動部の各スピンドル駆動部電子装置・ユニットは、機械制御部と直接的にコミュニ
ケーションするのではなく、固有の知能を有する１つのセクション電子装置とコミュニケ
ーションすることになる。セクション電子装置は、機械制御部から受け取った指令に基づ
き、該セクション電子装置に属するスピンドル駆動部を制御するようになっている。
【０００４】
　欧州特許出願公開第０３８９８４９号明細書には、複数の紡績部位を有するリング紡績
機のための制御システムを記載してあり、紡績部位は、セクション毎に監視されかつ制御
されるようになっている。紡績部位には、少なくとも一部分の運転機能の独立的な実施の
ために、スピンドル駆動部電子装置が配設されている。それぞれ複数の紡績部位を含むセ
クションには、スピンドル駆動部電子装置に対して上位配置され固有の知能を有するセク
ション電子装置が対応配置されており、セクション電子装置は、上位の階層に設けられた
別の機械制御部に接続されている。セクション電子装置も、少なくとも一部分の運転機能
、例えば糸切れ検出の独立的な実施のために形成されている。
【０００５】
　上述のコンセプトにより紡績機の少なくとも制御シーケンスを著しく改良しているもの
の、制御の実施のための構造的な構成は相変わらず著しい欠点を有している。つまり、紡
績機の製造、組立及び配線コストは著しく高いものである。
【０００６】
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　高い配線コストは、セクション電子装置がデータバスを介して機械制御部に接続されて
おり、スピンドル駆動部に設けられるスピンドル操作電子装置がそれぞれ個別に、若しく
は１つのバスを介してセクション電子装置に配線されていることによるものである。デー
タ通路の配線コストの他に、更に、スピンドル駆動部への電気的なエネルギーの供給のた
めの配線コストが発生している。更に、セクション電子装置及びスピンドル駆動部電子装
置には、供給通路を介して電気的なエネルギーを供給するようにしなければならない。電
子装置への供給電圧はスピンドル駆動部への供給電圧と異なっているので、給電のための
独立の２つの配線を設けなければならない。
【０００７】
　一般的に訓練された専門作業員により手作業で行われ費用のかかる配線手間の他に、独
立の構成部品として製造されるセクション電子装置・ユニット及びスピンドル駆動部電子
装置・ユニット、並びに配線のための製造コストもかかっている。
【０００８】
　本発明の課題は、紡績機若しくは撚糸機における制御電子装置及びエネルギー供給のた
めの新規な構成を提供して、前記欠点を排除することである。
【０００９】
　前記課題を解決するために、本発明によれば、制御技術上の１つのセクションは、それ
ぞれ複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニットを備える少なくとも２つの基板を含んで
おり、該基板に設けられた基板配線路若しくはプリント配線路を介して、各複数のスピン
ドル駆動部電子装置・ユニットへのコミュニケーション若しくは通信が行われるようにな
っており、１つの基板は、セクション基板として形成されており、セクション基板は、セ
クション電子装置・ユニット、並びに外部の１つのコミュニケーション装置若しくは通信
装置への１つ若しくは複数の接続インターフェースを含んでおり、かつ、制御技術上の１
つのセクションの複数の基板は、制御技術上の１つのセクションの複数の基板上の各個別
のスピンドル駆動部電子装置・ユニットに対するコミュニケーション若しくは通信が、セ
クション基板を介して行われるように、互いに接続されている。
【００１０】
　本発明の別の形態によれば、少なくとも２つの基板において、スピンドル駆動部電子装
置・ユニットの出力段及び／又は電子装置へのエネルギーの供給部は同じく基板配線路若
しくはプリント配線路を経て延びており、セクション基板は、外部の電流供給部への１つ
若しくは複数の接続インターフェースを含んでおり、制御技術上の１つのセクションの複
数の基板は、該基板上の各個別のスピンドル駆動部電子装置・ユニットへのエネルギー供
給が、セクション基板を介して行われるように、互いに接続されている。
【００１１】
　基板は、互いに直列に接続され、つまり、互いに前後に接続されている。つまり、副基
板は、すべてが直接にセクション・基板に接続されるのではなく、互いに隣接している基
板を介して間接的にセクション・基板に接続されており、この場合に、セクション・基板
に隣接している基板は、直接にセクション・基板に接続されている。副基板は、１つのセ
クション内においてセクション・基板ではない基板である。
【００１２】
　紡績機は、リング紡績機、ループ精紡機、スピナー精紡機、及びファンネル精紡機等で
あってよいものである。紡績機,若しくは撚糸機は、片側式若しくは両側式に構成されて
いてよい。両側式は、紡績部位若しくは撚糸部位が、機械横断面で見て鏡面対称に機械の
両側（２つの側）に配置されているものを意味する。片側式の機械においては、機械の片
側（１つの側）にのみ、作業部位（紡績部位若しくは撚糸部位）が配置されている。
【００１３】
　単に「セクション」なる記載は、本明細書では、複数の作業部位を有する制御技術上の
１つのセクションを意味しており、各作業部位のスピンドル駆動部電子装置・ユニットは
、共有の１つのセクション電子装置・ユニットを介して制御され、若しくは操作される。
このような１つのセクションは、１つの機械側に限定され、機械長手方向に延びていて、
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互いに隣接する複数の作業部位を有している。
【００１４】
　１つのセクションは、例えば２４個の作業部位、つまり、スピンドル駆動モータを含ん
でいる。本発明の有利な形態では、１つのセクションは、該セクションに配設される作業
部位若しくはスピンドル駆動部（スピンドル駆動モータ）のためのそれぞれ６つのスピン
ドル駆動部電子装置・ユニットを備える４つの基板を含んでいる。
【００１５】
　基板は、配線カード若しくはプレート又はシート片とも称され、絶縁材料、特にプラス
チックから成る支持体を意味しており、該支持体上に固着若しくは付着されて延びる接続
通路又は接続ライン（配線路若しくはプリント配線とも称される）を備えている。
【００１６】
　基板は、セクション電子装置・ユニット及びスピンドル駆動部電子装置・ユニットの機
械的な取り付け、並びにこれらの電子式の構成部分間の、信号交換若しくはデータ交換の
ための配線路を介した電気的な接続（データ通路又はデータライン若しくは信号通路又は
信号ライン）のために用いられている。本発明の別の形態では、支持体上には、セクショ
ン電子装置とスピンドル電子装置との間の基板配線路の形のデータ通路若しくは信号通路
（データ回線若しくは信号回線）のみが設けられるのではなく、セクション電子装置とス
ピンドル駆動部電子装置との間の電気的なエネルギーの供給のための供給通路も基板配線
路として設けられている。別の有利な形態では、スピンドル駆動部電子装置・ユニットの
出力段、ひいてはスピンドル駆動部への電気的なエネルギーの供給のための供給通路（供
給ライン）も基板配線路として支持体に設けられている。
【００１７】
　機械制御部は、有利には、中央の制御ユニット、例えばプログラミング可能なメモリー
形の制御部（ＳＰＳ）を含んでおり、制御部はメインプロセッサー（ＣＰＵ）を備えてお
り、メインプロセッサーにより、紡績機,若しくは撚糸機が制御されるようになっている
。このような機械制御部は、互いに異なる複数の階層を用いる上記制御構成に関連して、
いわゆるマスター（Master）と称されるものである。機械制御部は、有利には当該のセク
ション電子装置・ユニット及びスピンドル駆動部電子装置・ユニットを介して作業部位を
制御する少なくとも一部分の運転機能のために構成されている。つまり、機械制御部によ
り、例えば機械の立ち上げ運転（例えば、紡績プロセス開始）や、機械の所定の立ち下げ
運転（紡績プロセス終了）が制御されるようになっている。
【００１８】
　セクション電子装置・ユニットは１つのコントローラを含んでおり、コントローラは、
セクション電子装置による運転機能の独立的な実施を可能にするものである。コントロー
ラは、組み込まれた回路を備えていて種々の過程を制御し、調整し、若しくは切換る電子
式のユニットである。コントローラは、有利にはプロセッサー、つまり、演算ユニットを
含んでいる。コントローラは、有利にはマイクロコントローラ若しくはマイクロプロセッ
サーである。コントローラをＣＰＬＤ（Complex Programmable Logic Device）によって
形成することも考えられる。ＣＰＬＤを用いることにより、機能はピンドル駆動部電子装
置の階層に制限される。
【００１９】
　コントローラは有利にはオプティカルカップラーを介してコミュニケーションインター
フェースに接続されている。オプティカルカップラーは、オプトエレクトロニクス式の結
合素子であり、入力電流回路と出力電流回路との間のガルバニック絶縁（電気絶縁）の状
態で、電気信号の伝送を行うようになっている。
【００２０】
　ピンドル駆動部電子装置・ユニットは、該ピンドル駆動部電子装置・ユニットに属する
スピンドル駆動モータの直接的な制御のために用いられ、１つのコントローラ（制御部）
を含んでおり、該コントローラは、運転機能を自動的に生ぜしめ、例えば出力段の制御若
しくは切換え、スピンドル駆動部による電流消費若しくは出力消費の測定、若しくは外部
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の表示部若しくは手動スイッチの制御を行うようになっている。コントローラとして、組
み込まれた回路を備える電子式のユニットを用いており、該ユニットは、種々の過程を制
御し、調整し若しくは切換えるようになっている。コントローラは、有利にはプロセッサ
ー、つまり、演算ユニットを含んでいる。コントローラは、有利にはマイクロコントロー
ラ若しくはマイクロプロセッサーである。コントローラをＣＰＬＤ（Complex Programmab
le Logic Device）によって形成することも考えられる。ＣＰＬＤを用いることにより、
機能はピンドル駆動部電子装置の階層に制限される。
【００２１】
　更に、ピンドル駆動部電子装置・ユニットは、１つの出力段（出力ドライバー若しくは
パワーステージとも称される）を含んでおり、出力段を介して、スピンドル駆動部への出
力供給が行われる。出力段は、コントローラ（制御部）とアクチュエータ（スピンドル駆
動部）との間に接続されていて、アクチュエータへの電流による制御部の直接的な負荷を
避け、かつ電圧レベルの適合を行う構成要素である。このために、アクチュエータの運転
電圧が出力段部に印加され、制御部が、予測可能な電流を有する入力側から運転電圧を出
力段部の出力側に流すようになっている。結果として、出力段を介してスピンドルモータ
への電流供給が行われる。
【００２２】
　複数のピンドル駆動部電子装置・ユニットが、構造的にも、共有の１つの支持体、例え
ば１つのチップ上にまとめられていてよく、この場合に、各ピンドル駆動部電子装置・ユ
ニットは、固有の１つのコントローラ、並びに固有の１つの出力段及び固有のインターフ
ェースを含んでいる。
【００２３】
　本発明の有利な形態によれば、各作業部位に属するスピンドル駆動部は、該スピンドル
駆動部に属するピンドル駆動部電子装置・ユニットを介して、若しくは上位のセクション
電子装置・ユニットを介して自動的に遮断され、また、有利には手動スイッチによっても
遮断されるようになっている。原理的には、各紡績部位若しくは撚糸部位は、マスターに
よって遮断されるようになっており、このことは、特定の支障の場合に特に有利である。
【００２４】
　作業部位の自動的な停止及び作動のために、ピンドル駆動部電子装置・ユニットは、イ
ンターフェース電子装置、特にデジタル式のＩ／Ｏ（入力／出力）・インターフェースを
含んでおり、該インターフェースを介して、スピンドル駆動部の手動の接続及び遮断のた
めの手動スイッチ装置が、直接に紡績部位に接続されるようになっている。相応のＯＮ／
ＯＦＦ・機能を有する手動スイッチ装置は、有利には紡績部位に、例えばスピンドルレー
ルでスピンドルの横に配置されている。このような構成により、紡績オペレータは、スピ
ンドルを糸切れの解消の後にその場で手動により再び作動させることができ、若しくは支
障に気付いた際に停止させることができるようになっている。手動スイッチ装置を介した
スピンドル駆動部の制御は、機械制御部により自動的に行われ、ピンドル駆動部電子装置
・ユニットを介して及び／又は必要に応じてセクション電子装置・ユニットを介して実施
される。
【００２５】
　更に、ピンドル駆動部電子装置・ユニットのインターフェース電子装置は、表示部、特
に支障表示部の接続のためにも用いられる。表示部は、例えば光学式の表示部（ランプ）
であってよく、例えば糸切れ、停止しているスピンドル若しくは作業部位における他の支
障を表示するようになっている。表示部は、機開制御部からピンドル駆動部電子装置・ユ
ニット及び／又は必要に応じてセクション電子装置・ユニットを介して自動的に作動され
る。更に追加的に若しくは選択的に、セクション電子装置・ユニットと接続されたセクシ
ョン表示部を設けることができ、該セクション表示部は、当該セクションの作業部位の支
障を表示するようになっている。セクション表示部は、当該のセクションの領域に配置さ
れている。セクション表示部も、機械制御部により制御されるようになっていてよい。
【００２６】
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　別の形態では、糸監視装置及び／又はロービング停止装置も、ピンドル駆動部電子装置
・ユニット若しくはセクション電子装置・ユニットに接続されている。例えば１つの作業
部位を支障に起因して、セクション電子装置・ユニット若しくはスピンドル駆動部電子装
置・ユニットにより遮断する場合には、該ユニットはロービング停止装置を介してロービ
ング停止も行うようになっている。
【００２７】
　機械制御部、セクション制御部及びスピンドル駆動制御部による種々の運転機能の構成
及びその課題は、欧州特許出願公開第０３８９８４９号明細書に記載してある。
【００２８】
　スピンドル駆動部は、電気モータ、特にＢＬＤＣ・モータ（Buerstenloser Gleichstro
mmotor ブラシレスの直流モータ）である。電気モータは同期モータ若しくは非同期モー
タであってよい。出力段は、使用されるモータタイプに応じて、変換器、例えば周波数変
換器を含んでいてよい。
【００２９】
　機械制御部から、データ通路若しくは信号通路がセクション電子装置・ユニットに通じ
ていて、セクション電子装置・ユニットと機械制御とを接続している。デジタル通路は、
有利には１つのデータバスである。セクション電子装置・ユニットは、有利にはデータバ
スによって互いに接続されており、該データバスに機械制御部も接続されている。データ
バスは、有利には各繊維機械の両方の機械側に沿って延びている。データバスは、両方の
機械即に分割されていてよく、例えば接続抵抗をそれぞれ有している。両方の分岐線は機
械制御部内で集合している。しかしながらデータバスは、環状バス若しくは放射状バスと
して形成されていてよい。データバスは直列式若しくは並列式のバスであってよい。デー
タバスは電気式の導体として形成され、若しくは光導波体として形成され、或いは両方の
組み合わせたものとして形成されていてよい。
【００３０】
　通所のコミュニケーション若しくは通信のための例えば電気的な導体を有するデータバ
スの他に、機械制御の層とセクション電子装置・ユニットの層との間に、デジタル式の信
号の急速な伝送のための光学式若しくは電気式の導体を追加的に設けられてよい。このよ
うな追加的な導体は、有利には別個の入力部（デジタル式のＩ／Ｏ）を介してセクション
電子装置・ユニットに通じている。このような追加的な信号通路は、機械制御若しくは１
つの給電網故障センサシステムとセクション電子装置・ユニットとの間の直接のハードウ
エア接続部を形成し、若しくは直接にスピンドル駆動部電子装置・ユニットを形成するも
のである。
【００３１】
　上記の追加的な信号通路は、例えば、給電網故障の際にスピンドル駆動部モータを発電
運転に切換るために制御指令の直接的な伝送に用いられる。このような手段自体は従来技
術に属するものであり、この場合には、給電網故障に際してスピンドル駆動部を発電運転
に切換え、その結果、発電により発生する出力を用いて、急激に停止するドラフト駆動部
を、減速するスピンドルと同期的に制御して減速回転させることができる。このような発
電回収による供給なしには、ドラフトローラはスピンドルに比べて制御不能に急激に停止
して、糸切れを発生させてしまうことになる。給電網故障の際にスピンドル駆動部を発電
運転する構成に関する詳細は、例えば独国特許出願公告第４３１２０２３号明細書若しく
は欧州特許出願公告第４５１５３４号明細書に記載されている。
【００３２】
　原理的に発電運転への切換は、できるだけ遅れることなく行われねばならない。しかし
ながら、通常のコミュニケーション通路を介した制御信号の経路は、制御信号が決定部に
到来して、相応に制御指令に変換されるまでに比較的長い時間を必要としている。デジタ
ル式の信号通路を用いる場合には、制御信号は、機械制御部から、若しくは直接に給電網
故障センサシステムからセクション電子装置・ユニットに送られ、セクション電子装置・
ユニットがスピンドル駆動部復帰への切換を行うようになっている。
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【００３３】
　最適な情報伝達並びに配線費用の節減に関して、有利には、作業部位若しくはそのスピ
ンドル駆動部電子装置・ユニットに対するすべてのデータは、該スピンドル駆動部電子装
置・ユニットに属するセクション電子装置・ユニットにより制御されるようになっている
。このことは、１つのセクションの各基板が、データ及び信号交換のための専ら１つの接
続インターフェースを介して機械制御部に接続されており、接続インターフェースはセク
ション基板に配置されている。
【００３４】
　作業部位は、作業部位におけるパラメータの検出のためのセンサ若しくは他の手段を含
んでいる。例えばスピンドル駆動部による電流消費若しくは出力消費若しくはスピンドル
回転数が、スピンドル駆動部電子装置により、必要に応じてセンサを用いて検出されるよ
うになっている。このような検出データ（測定データ）から、糸切れ若しくは糸張力に関
する情報が形成される。当該のスピンドル若しくはその駆動部は、糸切れに際してスピン
ドル駆動部電子装置・ユニット若しくはセクション電子装置・ユニットにより自動的に停
止される。
【００３５】
　例えば作業部位のセンサにより検出された信号の少なくとも一部分は、当該のスピンド
ル駆動部電子装置・ユニット及び評価のための上位のセクション電子装置・ユニット及び
／又は上位の表示部を介して機械制御部・ユニットに供給されるようになっている。機械
制御部・ユニットには、評価若しくは表示のために、糸切れ、手動スイッチ操作やスピン
ドル回転数に関する信号及び／又は他の信号が送られるようになっている。
【００３６】
　紡績機,若しくは撚糸機は、構造技術上、セクション毎に積木ブロック式に形成されて
いてよいものであり、この場合に、構造技術上の１つのセクションを、以下において単に
１つの機械セクションと称することにし、１つの紡績機若しくは撚糸機には複数の機械セ
クションが設けられている。１つの機械セクションは、両方の機械側にそれぞれ複数の作
業部位を含んでいる。従来の１つの機械セクションは、例えば４８個の作業部位を含んで
おり、各機械側にそれぞれ２４個の作業部位を配置してある。機械のこのようなセクショ
ン構造は、機械のモジュール構造を可能にするものである。紡績機若しくは撚糸機は、一
列に並べて配置された複数の機械セクションにより構成されている。このような構成によ
り、機械を、同一の機械ヘッド及び機械足部を用いて、しかしながら異なる数の作業部位
で形成することができるようになっている。機械フレームも同様に相応のセクション構造
で形成されている。
【００３７】
　構造上のセクションは、制御技術上のセクションと一致するものではなく、それという
のは、制御技術上のセクションは、１つの機械側の紡績部のみしか含まないからである。
本発明の有利な形態では、１つの機械セクションは、制御技術上の２つのセクションを含
んでおり、この場合に、第１のセクションは、左側の機械側に配置され、第２のセクショ
ンは相対する右側の機械側に配置されており、制御技術上の両方のセクションは、１つの
機械セクションの作業部位のうちのそれぞれ半分の数の作業部位を含んでいる。
【００３８】
　しかしながら、１つの機械セクションは、制御技術上の２つより多いセクションを含ん
でいてよく、この場合に１つの機械セクションは、一般的に制御技術上の偶数のセクショ
ンを含んでいる。このような積木ブロック原理の利用は、工場における機械セクションの
前組立を可能にし、ひいては紡績機への組立の時間を著しく節減するものである。
【００３９】
　本発明の形態により、制御技術上の１つのセクションは、少なくとも２つの基板を含ん
でおり、基板のうちの１つは、セクション基板として形成されており、セクション基板は
、スピンドル駆動部電子装置・ユニットに加えて、追加的にセクション電子装置・ユニッ
ト、並びに外部の機械制御部に対する１つのコミュニケーションインターフェースを含ん
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でいる。更に、セクションは別の少なくとも１つの基板を含んでおり、該基板は、スピン
ドル駆動部電子装置・ユニットを含んでいる。セクションは、スピンドル駆動部電子装置
・ユニットを備える別の２つ、３つ、４つ、５つ、或いは５つより多い数の基板を含んで
いてよい。有利には、セクションは、同様の別の３つの基板を含んでいる。基板において
、並びにセクション基板を含めて、各基板に、例えば６つのスピンドル駆動部電子装置・
ユニットを配置してある。つまり、４つの基板が、４×６＝２４個の作業部位から成る１
つのセクションを形成している。他の基板に含まれる電子構成群は、有利には専らスピン
ドル駆動部電子装置・ユニットである。
【００４０】
　１つのセクションの各基板は、少なくともコミュニケーション技術上互いに直列に接続
されている。つまり、基板は機械長手方向に並べて配置されており、先行の基板はそれぞ
れ後行の基板と相応の通路接続部を介して接続されている。このために、隣接の２つの基
板の基板配線路若しくはプリント配線路は線材又はワイヤ若しくはケーブルを介して互い
に接続されている。コミュニケーション接続通路は、セクション基板のセクション電子装
置・ユニットに集まっている。線材通路若しくはケーブル通路は、差し込み結合部を介し
て基板に接続されていてよいものである。基板は、基板間に介在するケーブル若しくは線
材を省略して差し込みコネクタによって互いに直接に接続されていてよい。
【００４１】
　同じ接続構成が、スピンドル駆動部電子装置・ユニット及び／又はスピンドル駆動部若
しくはその出力段へのエネルギー供給にも当てはまる。この場合にも、４つの基板は、エ
ネルギー供給技術上互いに直列に接続されている。基板は機械長手方向に並べて配置され
ており、先行の基板はそれぞれ後行の基板と相応の通路接続部を介して接続されている。
エネルギー供給通路は、セクション・基板の共有の１つの接続インターフェースに集まっ
ている。
【００４２】
　基板は、隣接の同一のセクションに対するエネルギー供給接続及び／又はコミュニケー
ション接続若しくは通信接続のために、相応の接続インターフェース、特に差し込み接続
部若しくはろう付け結合部を有している。
【００４３】
　差し込み接続部は、嵌合式コネクタ若しくは差し込みコネクタの雄の構成部分、例えば
雄コンタクト及び雌の構成部分、例えば雌コンタクトを意味する。差し込み接続部は、挿
入片若しくは差し込み部分、若しくはカップリング又はブッシュであり、ピン・ソケット
形コンタクトのピンやソケットである。
【００４４】
　スピンドル駆動部への給電は、有利には基板を介して行われる。欧州特許出願公開第０
７０２１８６６．４号明細書には、紡績機のスピンドル駆動モータへ電流を供給する構成
が記載されている。本発明の有利な形態において、スピンドル駆動モータへの外部からの
給電は、上記明細書に記載の構成に基づいている。
【００４５】
　スピンドル駆動部への出力供給は、特にＢＬＤＣ・スピンドルモータを用いる場合には
、前記欧州特許出願公開第０７０２１８６６．４号明細書の記載の供給構成に基づき、有
利には２７０Ｖ（Volt）の直流電圧源（例えばＤＣ・バスを介して）を用いて行われる。
この場合にＤＣ・バスは、電圧Ｕ１（例えば＋２７０Ｖ）の第１の直流電圧レール、電圧
Ｕ２（例えば－２７０Ｖ）の第２の直流電圧レール、第３の直流電圧レール（例えば０Ｖ
）から成っている。第１の直流電圧供給網は、第１及び第３の直流電圧レールにより形成
されており、第２の直流電圧供給網は、第２及び第３の直流電圧レールにより形成されて
いる。第１及び第２の直流電圧供給網は、２７０Ｖの電圧の直流を供給するようになって
いる。第１及び第２の直流電圧レールによって、更に５４０Ｖの電圧の直流電流を有する
第３の直流電圧供給網が形成されてよい。上記直流電圧供給網の詳細は、前記欧州特許出
願公開第０７０２１８６６．４号明細書に開示されており、記載内容は、直流電圧供給網
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の理解に役立つものである。
【００４６】
　スピンドル駆動部電子装置・ユニットの出力段がそのエネルギーを前記のＤＣ・バスか
ら受けるようになっている場合には、有利には、１つの基板内で順次に位置する出力段は
、機械長手方向に並べて配置されたすべての基板にわたって第１の給電網と第２の給電網
とから常に順次交互に供給を受けるようになっている。つまり、１つの基板内で、かつ全
基板にわたって、第１の出力段は第１の給電網からの出力を受け、隣接の第２の出力段は
第２の給電網からの出力を受け、第２の出力段に並んで隣接する第３の出力段は、再び第
１の給電網からの出力を受け、第３の出力段に並んで隣接する第４の出力段は、再び第２
の給電網からの出力を受ける、というように順次に交互に出力の供給を受けるようになっ
ている。
【００４７】
　本発明の別の形態では、第１の１つの基板のすべての出力段は、第１の給電網からの出
力を受け、隣接の第２の１つの基板のすべての出力段は、第２の給電網からの出力を受け
、第２の基板と隣接する第３の１つの基板は、再び第１の給電網からの出力を受けるよう
になっている。つまり、１つのセクション内の基板は、順次に第１の給電網と及第２の給
電網とから交互に出力段のための出力を受けるようになっている。このような構成により
、電流供給のバランス若しくは対称が保証され、供給システムが安定して作動するように
なっている。基板若しくは少なくともセクション・基板は、第１及第２の直流電圧供給網
から個別の出力段への交互の供給に対応して、接続インターフェース及びプリント配線路
を装備している。
【００４８】
　上記の理由から、セクション電子装置・ユニットは、該セクション電子装置・ユニット
にデータバス接続部を介して電気的なエネルギーを供給しない場合に、第３の５４０Ｖの
直流給電網を介して供給を受けるようになっており、特にスピンドル駆動部電子装置・ユ
ニットが第１及び第２の２７０Ｖの直流給電網を介してではなく、第３の直流給電網を介
して供給を受けるようになっている。第３の直流給電網からの供給の場合には、供給バラ
ンスがそこなわれて、供給システムが不安定になることもある。第３の直流給電網からの
供給の場合には、必要に応じて変圧器が変換器に対応配置される。
【００４９】
　原理的には、使用されるスピンドル駆動部に依存して、別の電圧源、例えば交流電圧源
を選ぶことも可能である。
【００５０】
　スピンドル駆動部電子装置・ユニットの出力段は、相応の通路結合部若しくは供給通路
を介して電圧源に接続されている。供給通路は、基板において、前に述べてあるように、
有利にはプリント配線路として形成されている。セクションは、有利にはセクション・基
板を介して、かつ専ら、出力段若しくはスピンドル駆動部の出力供給のための１つの接続
インターフェースを介して外部の電圧源に接続されている。交流の電圧源からの出力段へ
の供給に際して、セクションは、有利にはセクション・基板を介して、かつ専ら、出力段
若しくはスピンドル駆動部の２つの出力供給のための接続インターフェースを介して外部
の２つの電圧源（第１及び第２の直流電圧給電網）に接続されている。
【００５１】
　出力段及び／又はスピンドル駆動部電子装置のために、基板に、外部の１つの電圧源へ
の独立の１つの接続インターフェースを設けることも可能である。更に、１つのセクショ
ンの各基板にとって、該各基板の出力段及び／又はスピンドル駆動部電子装置・ユニット
への電気的な出力の供給部のために外部の１つの電圧源への独立の各１つの接続インター
フェースを設けることも可能であるが、経済的ではない。
【００５２】
　セクション電子装置・ユニット及び／又はスピンドル駆動部電子装置・ユニットは、電
気的なエネルギーの供給を受けるように、それもスピンドル駆動部よりも低い電圧、例え
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ば５Ｖ、１５Ｖ若しくは２４Ｖの電圧のエネルギーの供給を受けるようになっている。各
電子構成部分への供給のための通路若しくは線路は、基板において有利にはプリント配線
路として形成されている。電圧源に関して、
ａ．１つのセクションのすべての基板が、若しくはセクション・基板にみが電子装置構成
群のための出力供給部のための別の１つの接続インターフェースを介して外部の１つの電
圧源に接続され（即ち、第３の直流電圧給電網を介して）、若しくは
ｂ．電子装置構成群のための出力供給が、出力段（例えば第１若しくは第２の直流電圧給
電網の出力段）のための上述の電圧供給部を介して行われる。
【００５３】
　上記ｂ．の場合に、接続インターフェースに接続する基板において、若しくは接続イン
ターフェースにおいて、或いは基板内において、接続インターフェースの前で電子装置構
成群のための電圧供給は分岐される。すべての場合に、１つの基板の電圧供給は専ら外部
の共有の１つの電圧源を介して行われる。
【００５４】
　セクション・基板には、有利には１つの変換器又はコンバータ、特に変圧器を設けてあ
り、該変圧器は、例えば入力・直流電圧（例えば２７０Ｖ若しくは５４０Ｖ）を低い出力
・直流電圧（例えば５Ｖ若しくは１５Ｖ）に変換するようになっている。入力電圧が直流
電圧であるか交流電圧であるかに応じて、変圧器に加えてインバータ装置も設けられる。
変換器若しくは変圧器は、電子装置構成群のための電圧を出力段のための電圧供給部から
受け取って、低いレベルに変換する場合に必要である。このような変換器を、有利にはセ
クション・基板のみが有している。１つのセクションのすべての基板における電子装置構
成群への供給は、有利には前記１つの変換器を介して行われる。
【００５５】
　本発明の別の形態では、１つのセクションの各基板は、電子装置構成群のための供給電
圧を必要なレベルに下げる固有の１つの変圧器を含んでいる。これにより、１つのセクシ
ョンの各基板は、既にセクション・基板で述べてあるように、該基板の供給電圧を、例え
ば出力段のための例えば２７０Ｖ若しくは５４０Ｖの供給電圧から分岐させ、変圧器を介
して、必要なレベル、例えば５Ｖ若しくは１５Ｖに下げるようになっている。変圧器から
は例えばプリント配線路がアクチュエータ若しくは消費器へ延びている。
【００５６】
　本発明の考えられる形態によれば、セクション・基板は、第１の変圧器を含んでおり、
該変圧器は、供給電圧の高いレベル、例えば２７０Ｖ若しくは５４０Ｖを低いレベル、例
えば２０～３０Ｖに変換するようになっている。第１の変圧器から、基板の配線路は、各
基板に設けられた第２の変圧器へ延びており、該第２の変圧器は、供給電圧を、電子式の
構成群のために必要な正確なレベル、例えば５Ｖ若しくは１５Ｖに変換するようになって
いる。各基板に変圧器を有する上記両方の形態により利点として、必要な供給電圧が直接
にアクチュエータ、つまり各基板において形成され、かつ必要なレベルに規定される。従
って、長い輸送距離に起因する電圧変動若しくは電圧低下は避けられる。
【００５７】
　本発明の形態を要約すれば、直接的にセクション・基板に、若しくはセクション・基板
と不動に結合された各ケーブル端部に、次の接続インターフェースが設けられていてよく
、つまり、
ａ．外部のデータ通路若しくは信号通路（データバス）へのセクション電子装置・ユニッ
トの接続のための共有の１つの接続インターフェース、
ｂ．外部の電圧源へのスピンドル駆動部電子装置・ユニット及び／又はセクション電子装
置・ユニットの電圧供給用の接続のための共有の１つの接続インターフェース、
ｃ．外部の電圧源（ＤＣ・バス）へのスピンドル駆動部電子装置・ユニットの出力段の電
圧供給用の接続のための共有の１つの接続インターフェース、
ｄ．スピンドル駆動部電子装置・ユニット、つまり、出力段へのスピンドル駆動部の電圧
供給用の接続のための複数の接続インターフェース、
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ｅ．外部の機器、例えば表示部若しくは手動スイッチとスピンドル駆動部電子装置・ユニ
ットとの接続のための複数の接続インターフェースが設けられている。
【００５８】
　この場合に、接続インターフェースａ．，ｃ．及びｄ．は必ず設けられる。接続インタ
ーフェースｂ．は、上記エネルギー供給が接続インターフェースｃ．をも介して行われる
場合に、選択的に設けられる。
【００５９】
　１つのセクションの、セクション・基板ではない基板には、接続インターフェースａ．
は必ず設けられ、接続インターフェースｅ．は選択的に設けられる。更に、前記のリスト
アップの接続インターフェースｂ．及びｃ．も設けられてよい。
【００６０】
　セクション電子装置・ユニットは、スピンドル駆動部電子装置・ユニットから独立して
、データバスを介して電圧供給を受けるようになっていてよい。
【００６１】
　前記接続インターフェースは、頑丈な結合部、例えばろう付け結合部によって、若しく
は分離可能な結合部、例えば差し込み結合部によって形成されていてよい。差し込み結合
部は、分離可能なスナップイン式の接点部若しくはスナップ嵌め接点部として形成されて
いてよい。基板を外部に対してケーブルにより接続する場合には、ケーブル端部が、有利
には不動の結合部、例えばろう付け結合部を用いて基板のプリント配線路に接続され、若
しくは直接にセクション電子装置・ユニット或いはスピンドル駆動部電子装置・ユニット
に接続される。ケーブル端部の自由端には、外部の供給部へのケーブル端部の接続のため
の上記形式の接続インターフェースが設けられている。
【００６２】
　スピンドル駆動部電子装置・ユニット、つまり、出力段は、基板に設けられた第１の差
し込み接続部を介してスピンドル駆動部に接続されるようになっている。つまり、スピン
ドル駆動部への出力供給は、基板の第１の差し込み接続部を介して行われ、該第１の差し
込み接続部は、基板に設けられかつスピンドル駆動部に電気的に接続された第２の差し込
み接続部と機械的に差し込み結合されるようになっている。このような第１の差し込み接
続部が、有利には各スピンドル駆動部電子装置・ユニットに配設されている。第２の差し
込み接続部は、紡績機,若しくは撚糸機に配置されている。第２の差し込み接続部は、例
えば直接にスピンドルレールに取り付けられ、若しくは間接的に保持部を介してスピンド
ルレールに取り付けられている。第２の差し込み接続部は、スピンドルユニットの１つの
構成部分に、例えばスピンドルケーシングに取り付けられていてよく、スピンドルケーシ
ングは、スピンドルレールに取り付けられており、つまり、第２の差し込み接続部も間接
的に紡績機,若しくは撚糸機に取り付けられている。第２の差し込み接続部も別の形態で
は紡績機,若しくは撚糸機に直接に取り付けられていてよいものである。
【００６３】
　差し込み接続部においては利点として、前述の差し込み結合部の組み込みにより、スピ
ンドルモータへの基板の電気的な結合（接続）だけではなく、同時に機械、例えばスピン
ドルレールへの基板の取り付けも行われている。差し込み接続部の機能は、一方で基板と
紡績機若しくは撚糸機との間の電気的な接続と、他方で紡績機若しくは撚糸機、特にスピ
ンドルレールへの基板の取り付けである。基板当たりに、複数の差し込み結合部を設けて
あり、該差し込み結合部は基板を機械に良好に保持している。
【００６４】
　本発明の別の形態では、スピンドルレールに、基板及びスピンドルユニットのための第
２の差し込み接続部が直接若しくは保持部を介して設けられており、これにより、一方で
はスピンドルユニットが、該スピンドルユニットに設けられた対応する第１の差し込み接
続部を介して上方からスピンドルレールに装着されて導電接続されるのに対して、他方で
は、基板が、該基板に設けられた対応する第１の差し込み接続部を介して下方若しくは側
方からスピンドルレールに取り付けられて導電接続される。一方で基板の出力段のために
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、かつ他方でスピンドルユニットのためにスピンドルレールに設けられた第２の両方の差
し込み接続部は、互いに導電可能に接続されている。このような構成により、一方でスピ
ンドルユニット並びに他方で基板の単独の交換若しくは組み付けが可能になっている。
【００６５】
　基板は、前に述べてあるように、スピンドルレールの横若しくは下に取り付けられてい
てよい。有利には、基板はスピンドルレールの下面に直接に取り付けられて、ケーシング
によって覆われるようになっている。ケーシングは、基板の支持及び／又は固定のために
、ケーシングに組み込まれた手段、例えば条片状部分又はウエブやリブを含んでいてよい
。ケーシングは有利にはプラスチックから成っている。ケーシングは更に、作業部位表示
部及び／又はセクション表示部及び／又は手動スイッチの固定若しくは受容のための受容
部又は収容部を有していてよい。
【００６６】
　本発明の有利な形態では、ケーシングに設けられた適切な取り付け手段により、基板は
ケーシングに取り付けられ若しくは固定されている。このような取り付け手段若しくは固
定手段は、例えば嵌合結合部、スナップ結合部又はクランプ結合部、或いは溝とキーとか
ら成る結合部（キー・溝結合部）として形成されていてよい。ケーシングは、有利には１
つ若しくは複数の基板と一緒に１つの組み付けユニットを形成しており、該組み付けユニ
ットはスピンドルレールに取り付けられるようになっている。この場合には、差し込み結
合部は、基板がケーシングによって支持されかつ保持されるので、支持機能若しくは保持
機能を不要にしている。有利には、基板は、ケーシング部分と一緒に構成ユニットを形成
している。基板のための保持部を有するケーシングは、基板がケーシングへの取り付けに
際して位置決めされかつ整合されるように形成されており、これにより、基板は、ケーシ
ングモジュールをスピンドルレールに取り付けることにより、差し込み結合部に対する正
確な位置を占めることになる。
【００６７】
　表示部及び／又は手動スイッチへの接続通路は、接続インターフェース、例えば差し込
みコネクタを備えたケーブル端部により形成されていてよく、該ケーブル端部若しくは差
し込みコネクタは、有利には頑丈な結合部を用いて基板に取り付けられる。差し込みコネ
クタは、直接に若しくは間接的に差し込み接続部を介して表示部若しくは手動スイッチに
接続される。作業部位表示部若しくはセクション表示部は、有利には基板に設けられたラ
ンプ又はライト、特に発光ダイオードである。
【００６８】
　本発明の別の形態において、出力段に電気的なエネルギーを供給するために基板に設け
られる供給通路は、有利には基板若しくはその配線路若又はプリント配線路に固着されて
いて接続インターフェース若しくは差し込みコネクタを備えたケーブル端部を含んでいて
よい。ケーブル端部は、例えば差し込みコネクタ若しくはスナップ接点部又はクランプ接
点部を介して中央の１つの電圧供給通路（ＤＣ・バス）に接続されるようになっている。
【００６９】
　本発明の別の形態では、機械制御部とセクション電子装置・ユニットとの間のコミュニ
ケーション及び／又はセクション電子装置・ユニットとスピンドル駆動部電子装置・ユニ
ットとの間のコミュニケーションをエネルギー供給部に組み込むことも可能である。つま
り、コミュニケーションは、供給路若しくは給電路を介して行われる。このような形態に
より、例えば機械制御部とセクション電子装置・ユニットとの間のコミュニケーション通
路、例えばデータバスは省略できることになる。このような形態に基づき、請求項１に記
載の発明に係るセクション電子装置・ユニットとスピンドル駆動部電子装置・ユニットと
の間のデータ通路は、データ通路であっても、供給通路であってもよい。更に、請求項１
に記載の発明に係る機械制御部とセクション電子装置・ユニットとの間のデータ通路は、
データ通路として、或いは供給通路として形成されていてよい。
【００７０】
　上記形態により、基板は、部分的にも全体的にも独立のコミュニケーション通路を備え
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ていなくてよいことになる。通信データ及び供給電圧は、例えば共有の１つの通路及び共
有の１つのインターフェースを介して送られる。この場合に、通信データと供給電圧とは
、例えばセクション電子装置・ユニットの前に設けられた変換器若しくは変成器で互いに
分離され、若しくはセクション電子装置・ユニット自体によって互いに分離されて、別個
のプリント配線路を介して引き続き、例えばスピンドル駆動部電子装置・ユニットへ送ら
れる。
【００７１】
　機械制御部とセクション電子装置・ユニットとスピンドル駆動部電子装置・ユニットと
の間を階級式に形成することに基づき、監視若しくは制御すべき作業部位の数の多いい場
合にも、紡績機,若しくは撚糸機の全体制御をわずかな費用で問題なく実施することがで
きる。製造コストは、最小の配線費用、及びプリント配線路若しくはプリント回路を有す
る実装された基板の全自動的の製造に基づき著しく節減されている。個別の機能領域は、
互いに明確に分離され得るようになっている。紡績機,若しくは撚糸機の制御のための形
態は、固有の機能若しくは知能を有するセクション電子装置・ユニット及びスピンドル駆
動部電子装置・ユニットを異なる階級若しくは階層に設けることにより種々に実施される
ものである。複数の階層に複数のサブシステムを設けることができ、サブシステムに機械
制御ユニットが例えばマスターとして配設される。これに対応して、紡績機,若しくは撚
糸機全体の運転及び制御に必要な機能若しくは知能は、種々の階層に分配される。各階層
面に対して垂直な方向では、わずかな配線費用しか必要とされない。種々の階層への機能
の分配は、コスト増大なしに問題なく行われるものである。
【００７２】
　前記構成要素を有する基板は、単独に製造されて紡績機,若しくは撚糸機内に組み込ま
れる構成ユニットとして提供されるものである。簡単な差し込み結合部により、基板は、
大きな力なしに機械、特にスピンドルレールに迅速に取り付けられて、スピンドルモータ
と電気的に結合され、つまり接続される。分離可能な別の結合部、例えば差し込み接続部
により、基板は同様に簡単かつ迅速に、外部の電圧源、及びデータ伝送路若しくは信号伝
送路に接続される。一方でスピンドルユニットと、他方で紡績機,若しくは撚糸機内の全
配線とは、その制御電子装置を有する基板から独立して単独に形成されるものである。
【００７３】
　各スピンドル駆動部電子装置・ユニットに加えて、追加的に若しくは選択的に、セクシ
ョン電子装置・ユニットも、少なくとも一部の運転機能の自律的な実施のために形成され
ていてよい。これにより、上位の機械制御ユニットの他に、下方の制御階級に設けられた
構成ユニットも、少なくとも個別の運転機能を自律的若しくは自動的に実施するようにな
っている。
【００７４】
　前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット若しくはセクション電子装置・ユニットは、
次に述べる機能の自律的な実施のために形成され、つまり、糸切れ検出、ロービング停止
、個別スピンドル・駆動制御、個別スピンドル駆動部の温度監視、ロービング切換、スピ
ンドル回転数測定、糸張力測定及び／又は、自動運転装置若しくは紡績部・オペレータ操
作、故障表示部及び手動スイッチとのコミュニケーション、及び／又は他のセンサ機能等
の自律的な実施のために形成されている。有利には、糸切れ及び／又は高い糸張力は、各
スピンドル駆動部電子装置・ユニットを用いて、各作業部位に属する電動モータ駆動部の
電流消費に基づき検出されるようになっている。
【００７５】
　機械制御ユニット自体により、例えば運転開始制御若しくは始動制御や運転終了制御を
行うようになっており、該運転終了制御は、通常の終了の場合にも非常時の終了の場合に
も用いられる。
【００７６】
　次に、本発明を図示の実施形態に基づき詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
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【００７７】
【図１】本発明に係る、電子構成群を有する基板の概略図である。
【図２】複数の基板の組み合わせを示す概略図である。
【図３】スピンドルユニットの領域の１つの紡績部の断面図である。
【００７８】
　図１は、セクション・基板１０２．１の一部分を示している。該セクション・基板は、
複数のスピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．３及び１つのセクショ
ン電子装置・ユニット１１２を含んでおり、前記スピンドル駆動部電子装置・ユニット及
びセクション電子装置・ユニットは、プリント配線路により形成されたデータ／信号通路
１３４を介して互いにコミュニケーション可能に接続されている。セクション電子装置・
ユニット１１２は、差し込み結合部１３５を介してデータバス１３３に結合接続されてお
り、該データバスには、上位の別のセクションに設けられた機械制御ユニット（図示省略
）も接続されるようになっている。
【００７９】
　セクション電子装置・ユニット１１２は、コントローラ１３１及びインターフェース電
子装置１３２を有している。スピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．
３も、それぞれ同様にコントローラ１５１及びインターフェース電子装置１５３を有し、
かつ出力段１５２を含んでいる。スピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０
５．３はそれぞれ、基板１０２．１に設けられた差し込み接続部１１３を介してスピンド
ル駆動部に接続されるようになっている。つまり、スピンドル駆動部への出力供給は、差
し込み接続部を介して行われ、該差し込み接続部は、スピンドルレール若しくはスピンド
ルユニットに設けられた別（第２）の差し込み接続部に差し込み結合されるようになって
いる。スピンドルモータは、本実施形態ではＢＬＤＣ・モータ（図示省略）である。
【００８０】
　接続通路１０８．１～１０８．４及び差し込み接続部１１０．１～１１０．４を介して
、各手動スイッチ１０７．１～１０７．４をスピンドル駆動部電子装置・ユニットに接続
してある。手動スイッチ１０７．１～１０７．４の代わりに若しくは該手動スイッチに加
えて、（支障）表示部若しくはロービング停止装置（両方図示省略）が設けられていてよ
い。
【００８１】
　スピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．３の出力段１５２は、プリ
ント配線路により形成された供給通路１４１を介して電気エネルギーを供給されるように
なっている。供給通路１４１は、ケーブル端部により形成された接続通路１４７に不動に
接続されており、接続通路１４７は、例えばろう付けによって基板１０２．１に固定され
ていて、差し込みコネクタ１４４を備えている。接続通路１４７は、差し込みコネクタ１
４４を介して外部の電圧源１４６に接続されている。電気的なエネルギー、例えば２７０
Ｖの直流電圧は、接続通路１４７及び基板１０２．１上の供給通路１４１を介して、スピ
ンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．３の出力段１５２に供給される。
【００８２】
　基板１０２．１上には更に、変圧器１０４が、基板上の電子構成部分、つまり、セクシ
ョン電子装置・ユニット及びスピンドル駆動部電子装置・ユニットに予め規定された電圧
の電気エネルギーを供給するために設けられている。変圧器１０４からの電気エネルギー
は、プリント配線路１４２を介して電子式の構成群１１２，１０５に供給される。変圧器
１０４は、例えば相応の供給通路（プリント配線路）１４３ａを介して、電気エネルギー
をスピンドル駆動部・供給通路１４１から受け取って、低い所定の電圧、例えば５Ｖ又は
１５Ｖに変換することができるようになっている。別の実施形態では、変圧器１０４は、
ケーブル端部により形成されかつ差し込みコネクタ１４５を備えていて基板１０２．１へ
導かれた別個の供給通路１４３ｂを介して、外部の別の電圧源から、電気エネルギーを供
給されるようになっていてよい。このために、ケーブル端部１４３ｂは差し込み結合部１
４５を介して外部の電圧源（図示省略）に接続される。セクション電子装置・ユニット１
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１２自体は、変圧器１０４を介する代わりに、別個の供給通路を介してデータバス１３３
により電気エネルギーの供給を受けるようになっている。
【００８３】
　１つの制御技術上のセクション１６０（図２、参照）の基板１０２．２～１０２．４は
、セクション基板１０２．１として構成されているものではなく、原理的にはセクション
基板と同一の構造を有するものの、しかしながら、セクション電子装置・ユニット、変圧
器や中央の電流供給部及びデータバスへの接続部を含んでいない。これらの基板上の電子
構成群は、専らスピンドル駆動ユニットである。
【００８４】
　図２は、１つの精紡機若しくは撚糸機の制御技術上の複数のセクションを有する１つの
システム回路の部分図である。精紡機若しくは撚糸機は、制御技術上の複数のセクション
１６０に区分けされていて、各制御技術上のセクションに、各４つの基板１０２．１～１
０２．４；１０３．１～１０３．４等を含んでおり、該基板は、機械長手方向に並べて配
置されている。４つのすべての基板１０２．１～１０２．４は、それぞれ、６つの紡績部
のためのスピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．６を有している。つ
まり、１つのセクションの４つの基板１０２．１～１０２．４は、１つの機械側８２に全
体で２４の紡績部を有している。４つの基板のうちの１つは、セクション基板１０２．１
として形成されていて、１つのセクション電子装置・ユニット１１２及び１つの変圧器１
０４を含んでいる。更に、セクション・基板１０２．１には、データバス１３３へのコミ
ュニケーション接続部及び給電のための接続部が設けられている。
【００８５】
　副基板１０２．２～１０２．４は、セクション基板１０２．１を介してコミュニケーシ
ョンを行うようになっている。つまり、副基板は、データバスへの固有のコミュニケーシ
ョンインターフェースを有していない。このために、４つの基板１０２．１～１０２．４
は、互いに直列に接続されており、互いに隣接の各２つの基板は、適切な接続部、例えば
ケーブル接続部を介して互いに接続されている。
【００８６】
　同じことが、電子装置及スピンドル駆動部への出力供給にも当てはまる。副基板１０２
．２～１０２．４は、セクション基板１０２．１を介して入力を受けるようになっている
。つまり、副基板は、中央の出力供給部への固有の供給インターフェースを有していない
。これに対応して、４つの基板１０２．１～１０２．４は、同じく互いに直列に接続され
ており、互いに隣接の各２つの基板は、適切な接続部、例えばケーブル接続部を介して互
いに接続されている。このために、基板１０２．１～１０２．４は、相互の接続のための
差し込み接続部若しくは別の形式の接続部を有している。
【００８７】
　各スピンドル駆動部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．６には、対応する基板上
に配置された各１つの差し込み接続部１１３が配設されている。該差し込み接続部を介し
て、基板は、紡績機のスピンドルユニット若しくはスピンドルレールに設けられた対応す
る差し込み接続部に、或いは紡績機の別の構成部分に設けられた対応する差し込み接続部
に直接に接続される。この場合に、基板１０２．１～１０２．４は、前述の差し込み結合
部を介して紡績機に取り付けられる。差し込み接続部１１３が、有利にはスピンドル駆動
部電子装置・ユニット１０５．１～１０５．６も、紡績部位配列に対応して基板に配置さ
れている。つまり、各差し込み接続部は、該各差し込み接続部に属する各紡績部位の対応
する差し込み接続部と整合するように、基板に分配して配置されている。
【００８８】
　基板１０２．１～１０２．４；１０３．１～１０３．４等は、１つのデータバス１３３
、特にＣＡＮ・バスを介して互いに、かつ上位の１つの機械制御部１０１に接続されてい
る。図２に示されている部分は、１つ（一方）の機械側８２の１つの制御技術上のセクシ
ョン１６０である。図面から見て取れるように、１つの機械側８２の複数の各制御技術上
のセクション１６０は、互いに並べて配置されて直列接続された各４つの基板を備えてお
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り、別（他方）の機械側に、同一構造の制御技術上のセクションが鏡面対称に配置されて
いる。
【００８９】
　１つの紡績機,若しくは撚糸機の１つの機械セクションは、該機械の両方の側にそれぞ
れ複数の作業部位を有しているので、該１つの機械セクションと制御技術上の１つのセク
ションとは合致していない。１つの機械セクションは、例えば、両方の機械側に対して各
２４の紡績部位、つまり全体で４８の紡績部位を備える２つの制御技術上のセクションか
ら成っており、この場合に、それぞれ１つの機械側には制御技術上の１つのセクションが
配置されている。
【００９０】
　図３は、スピンドルユニット２００の領域の１つの紡績部位の横断面を示している。ス
ピンドルユニット２００は、１つのスピンドル２０１及び１つのスピンドルケーシング２
０２を含んでおり、該スピンドルケーシング内にスピンドルモータ２０３が配置されてい
る。スピンドルユニット２００は、スピンドルレール２０４に取り付けられている。スピ
ンドルレール２０４の下側には基板２０７を配置してある。基板２０７若しくはスピンド
ル駆動電子制御装置とスピンドル駆動部との間の電気的な接続は、差し込み結合部２０８
を介して行われている。同一の差し込み結合部を介して、スピンドルレール２０４の下側
における基板２０７の機械的な取り付け、つまり、支持結合若しくは保持結合が行われて
よい。基板は、ケーシング２０５をも介して支持され、若しくは該ケーシングに取り付け
られていてよい。差し込み結合部は、基板２０７に取り付けられた第１の差し込み接続部
とこれに対応する第２の差し込み接続部とから成っており、該第２の差し込み接続部は、
スピンドルユニット２００に取り付けられ、若しくはスピンドルレール２０４に取り付け
られ、或いはこれらの構成部分２００，２０４と結合された保持部に取り付けられている
。
【００９１】
　スピンドルレール２０４の下側の基板２０７は、プラスチックから成るケーシング２０
５によって覆われている。ケーシング２０５は、該ケーシングに組み込まれた支持手段２
１１，２１２を含んでおり、該支持手段は、ウエブ若しくはリブとして形成されていて、
基板２０７をその取り付け位置に支持して固定している。更に、ケーシングには、糸切れ
若しくはその他の支障の表示のための光学式の表示部２１０が組み込んで設けられている
。表示部は、ろう付け結合部により基板２０７に直接に結合されている。
【００９２】
　スピンドルレール２０４には、更に、スピンドル駆動部２０３の手動式の接続若しくは
遮断のための手動スイッチ２０９が設けられている。手動スイッチ２０９も、ろう付け結
合部により基板に直接に結合されている。
【００９３】
　スピンドルレール２０４の後ろ側には、ケーブル溝２０６が設けられており、該ケーブ
ル溝（ケーブル通路）により、スピンドル及び電子装置への電力供給のための導線並びに
データバスが案内されるようになっている。
【符号の説明】
【００９４】
　１０１　機械制御部、　１０２．１～１０２．４　基板、　１０５．１～１０５．６　
スピンドル駆動部電子装置・ユニット、　１０７．１～１０７．４　手動スイッチ、　１
０８．１～１０８．４　接続通路、　１１０．１～１１０．４　差し込み接続部、　１１
２　セクション電子装置・ユニット、　１１３　差し込み接続部、　１３１　コントロー
ラ、　１３２　インターフェース電子装置、　１３３　データバス、　１３４　通路、　
１３５　差し込み接続部、　１４１　配線路、　１４２　プリント配線路、　１４３ａ　
供給通路、　１４３ｂ　供給通路、　１４４　差し込みコネクタ、　１４６　電圧源、　
１４７　接続通路、　１５１　コントローラ、　１５２　出力段、　１５３　インターフ
ェース電子装置、　１６０　セクション、　２００　スピンドルユニット、　２０１　ス
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ピンドル、　２０２　スピンドルケーシング、　２０３　スピンドルモータ、　２０４　
スピンドルレール、　２０５　ケーシング、　２０６　ケーブル通路、　２０７　基板、
　２０８　差し込みコネクタ、　２０９　手動スイッチ、　２１０　表示部、　２１１，
２１２　支持手段

【図１】 【図２】
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【要約の続き】
２．１～１０２．４）を含み、基板に設けられたプリント配線路（１３４，１４１，１４２）を介して、複数のスピ
ンドル駆動部電子装置・ユニット（１０５）へのエネルギー供給及びコミュニケーションが行われ、１つの基板は、
セクション基板（１０２．１）として形成され、セクション基板は、セクション電子装置・ユニット（１１２）、並
びに外部の１つのコミュニケーション装置及び給電装置への１つ若しくは複数の接続インターフェース（１３５）を
含み、かつ基板（１０２．１～１０２．４）は互いに直列に接続されている。
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